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衆
議
院
議
員
並
木
芳
雄
君
提
出
国
鉄
サ
ー
ビ
ス
改
善
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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三 

 
衆
議
院
議
員
並
木
芳
雄
君
提
出
国
鉄
サ
ー
ビ
ス
改
善
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

青
梅
線
に
つ
い
て 

（（2） 

立
川
駅
に
お
け
る
青
梅
線
と
中
央
線
と
の
直
通
運
転
は
、
平
面
交
叉
に
な
つ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
車 

1） 

青
梅
線
拝
島
以
西
の
複
線
化
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
計
画
は
な
い
。 

両
、
要
員
等
の
増
加
も
伴
う
た
め
、
直
通
運
転
の
増
加
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。 

現
在
、
ラ
ツ
シ
ユ
時
に
青
梅
か
ら
直
通
電
車
一
本
を
出
す
た
め
に
、
早
朝(

五
時
十
三
分)

青
梅
線
に
電
車

を
送
り
込
ん
で
い
る
状
態
で
、
現
行
設
備
で
は
こ
れ
以
上
直
通
電
車
を
増
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ラ
ツ

シ
ユ
時
以
外
で
も
、
非
常
に
危
険
な
入
換
作
業
が
伴
い
、
か
つ
、
設
備
改
良
に
は
ば
く
大
な
工
費
を
要
す
る

の
で
目
下
の
と
こ
ろ
直
通
電
車
を
増
加
す
る
計
画
は
な
い
。 

（3） 

拝
島
駅
の
地
下
道
に
つ
い
て
は
早
急
工
事
着
手
の
見
通
し
は
な
い
。 



三 

八
高
線
に
つ
い
て 

二 

五
日
市
線
に
つ
い
て 

（3） 

目
下
の
と
こ
ろ
計
画
は
な
い
。 

（2） 

旅
客
列
車
の
運
転
回
数
に
つ
い
て
は
、
な
る
べ
く
多
く
増
発
し
て
旅
客
の
要
望
に
こ
た
え
た
い
が
、
車
両 

（1） 

現
在
混
雑
時
は
蒸
気
列
車
を
運
転
し
、
上
り
五
本
下
り
四
本
を
立
川
直
通
と
し
て
い
る
。 

（4） 
目
下
の
と
こ
ろ
増
発
の
計
画
は
な
い
。 

の
増
備
と
要
員
の
増
加
等
が
伴
う
の
で
、
目
下
の
国
鉄
の
諸
情
勢
で
は
輸
送
の
安
全
確
保
上
必
要
な
線
区
の

増
発
を
図
る
程
度
の
状
態
で
、
こ
の
線
区
の
増
発
に
つ
い
て
は
計
画
し
て
い
な
い
。 

混
雑
時
以
外
は
五
日
市
―
拝
島
間
に
気
動
車
を
運
転
し
て
い
る
が
、
旅
客
も
比
較
的
少
く
、
直
通
運
転
の

た
め
に
は
気
動
車
の
増
備
と
要
員
増
加
が
伴
う
の
で
、
目
下
の
と
こ
ろ
直
通
列
車
を
増
加
す
る
計
画
は
な 

い
。 

四 

 



四 

南
武
線
に
つ
い
て 

五 

横
浜
線
に
つ
い
て 

（1） 

横
浜
線
の
複
線
計
画
と
し
て
は
中
央
線
対
東
海
道
、
東
北
、
常
磐
線
貨
物
の
受
授
そ
の
他
の
関
係
上
横
浜 

（2） 

南
武
線
分
倍
河
原
、
谷
保
間
は
駅
間
距
離
も
比
較
的
短
く
、(

二
・
八
キ
ロ)  

又
国
鉄
の
要
員
、
予
算
等
の 

（1） 

ラ
ツ
シ
ユ
時
は
非
常
に
混
雑
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
根
本
的
改
善
に
は
ば
く
大
な
工
費
を
要
す
る
の
で
、 

八
高
線
の
サ
ー
ビ
ス
改
善
に
つ
い
て
は
今
後
と
も
予
算
の
許
す
限
り
に
於
て
向
上
さ
せ
て
ゆ
き
た
い
が
さ
し

当
り
貨
物
に
つ
い
て
も
本
年
度
二
個
列
車
を
増
発
し
た
。 

取
り
あ
え
ず
本
年
度
に
新
車
を
投
入
し
て
二
両
編
成
を
三
両
編
成
と
す
る
の
外
混
雑
時
の
運
転
時
隔
の
短
縮

を
計
画
し
て
い
る
。 

線
を
複
線
と
し
て
新
鶴
見
操
車
場
と
連
絡
せ
し
め
る
計
画
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
南
武
線
に
同
様
な
計
画
が
成 

現
状
か
ら
み
て
さ
し
当
り
設
置
困
難
で
あ
り
、
目
下
の
と
こ
ろ
設
置
の
計
画
は
な
い
。 

五 

 



 

六 

り
立
つ
の
で
両
案
を
比
較
検
討
中
で
あ
る
が
、
国
鉄
の
現
状
か
ら
み
て
早
急
着
工
は
困
難
で
あ
る
。 

（2） 
片
倉
信
号
場
の
駅
昇
格
に
つ
い
て
は
昭
和
二
十
九
年
五
月
決
定
し
、
旅
客
乗
降
場
等
の
設
計
も
完
了
し
て 

い
る
の
で
、
地
元
負
担
の
工
事
費
の
納
入
が
あ
り
次
第
着
工
の
予
定
で
あ
る
。 

六 

鉄
道
懇
話
会
に
つ
い
て 

鉄
道
懇
話
会
は
国
鉄
の
組
織
で
な
く
、
部
外(

民
間)

の
方
を
会
員
に
委
嘱
し
た
会
員
の
集
り
で
、
国
鉄
で
は

そ
の
会
の
意
見
を
承
り
、
し
か
し
て
国
鉄
の
事
情
を
周
知
徹
底
せ
し
め
、
実
効
を
あ
げ
て
い
る
。
役
員
は
会
長
、

副
会
長
制
で
各
会
員
の
互
選
で
あ
る
。
待
遇
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
員
同
様
報
酬
等
特
別
な
措
置
を
と
つ
て
い

な
い
。 

な
お
、
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
は
従
来
の
経
験
に
か
ん
が
み
、
懇
話
会
の
機
能
を
充
分
に
活
用
し
て
世
論
吸

収
に
努
め
、
同
時
に
国
鉄
事
情
を
広
く
認
識
し
て
も
ら
う
よ
う
に
努
め
た
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




